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▲はじめに▼
お買い上げいただき誠にありがとうございます。ご使用の際には、取扱説明沓をよく読
んでいただき、正しくお取 り扱いくださるようお願い申し上げます。
取扱説明帯は、本製品を正しく 動作させ、安全にご使用いただくために、必要な知識を
提供するためのものです。いつも本製品と一 緒に置いて使用してください。
また、取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、群社セ ー ルスマンまでお
問い合わせください。

▲梱包内容の確認" l

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと、本製品の表面に露を生じ、本製
品動作に異常をきたす恐れがありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお顧い
申し上げます。
本製品は十分な検査を経てお客様へお屈けいたしておりますが、ご受領後開梱しました
ら、外観に損傷がないかご確認ください。また、本製品の仕様、付属品等についてもご
確認をお願いいたします。
万一、損傷・欠品等がございましたら、ご購入先または弊社支店・営業所にご連絡くだ
さい。

NEC三栄株式会社
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i ■ 電源についてII ii 供給電源が本製品の定格銘板に記載されている定格内であることを確認してください。 i
i また、、．感電や火災等を防止するため、電源ケ ー プルや接読ケ ー プル、及び2極 ー 3極変 ＇ し
ヽ 換アタフタは、必ず弊社から支給されたものを正しくお使いください。 し
l ． ，

ヽ
＼

� II保護接地及び保殴機能についてII � 
\ . .. - -.... -.. .. . ·-• •--•.......... .... \ 
i 本製品の電源を入れる前に必ず保護接地を行ってください。 し
i 保護接地は本製品を安全にご使用いただき、お客様及び周辺機器を守る為に必要です。 i 
i なお、次の注意を必ずお守りください。 し
i l)保護接地 ＼ 
i 本製品は感電防止などのために、接地線のある3極電源ケ ー プルを使用してい 、、 ます。必ず保護接地端子を備えた3極電源コンセントに接続してください。 し

l 2)
塁冒鷹嬰謡累供給されている場合に、保護接地線の切断や保護接地端子の結 i

し 線 を外したりしないように、注意してください。

し
し もしこのような状態になりますと本製品の安全は保証できません。
{ 3) 2極 ー 3極変換アダプタ
i 電源プラグにアダプタを付けて使用するときは、2極 ー 3極変換アダプタから し

I 
腎謬贔五賛這譴贔麟讐賢聾讐t聾地端子）を必ず外部のアー ＼ 

I .ガス中での使用．
：：］ぺ←ーアース線

l i 可燃性、爆発性のガス、また蒸気のある雰囲気内で使用しないでください。 i i お客様及び本製品に危険をもたらす原因となります。 ＼ 

l ■ケ ースの取り外しII
.. I

し 本製品のケ ース取り外しは、たいへん危険ですので、弊社のサー ビスマン以外が行うこ i i とを禁止いたします。 ＼ 

i II入力信号の接続II \ 
i 

し 本製品の保股接地端子を確実に接地してから被測定装窟tへの接続を行ってください。 し
し 本製品と接続される測定器等の接地電位差が、 1詞相許容入力電圧範囲 (2 5 OVrrns) を！
し 越えないようにご注意ください。 し
＼ ＼ 
i II 耐電圧性能 ■ i 
し i
i 木製品は50または6 O H z の同相入力電圧に対しては高い耐電圧性能を有しておりま i 
i すが、同相電圧がそれよりも裔い周波数成分を含む場合の耐電圧性能は周波数が高くな i 
i るほど、低くなります。例えば、ス バイク状の同相信号に対してはサー ジ吸収素子等を 、
i 本製品前段に川いて本製品および作業者を保護する必要があります。 ｛ 
し II出力信号の接続 ■

i 
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＼ 本製品の出カコモンは保護接地と同じ測定系の接地点に接続してください。 ＼ 
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i i ●ヒュ ー ズの交換II \ 
i ヒュ ー ズを交換する炉ム 下記の項目に十分注意を払って行ってください。 i 
\ 1)ヒュ ー ズ切れ尻蘊谷、本体内部が故障していることが考えられますので、ヒュ ー し
、 ズを交換する前に原因をよくお確かめください。 し
} 2)ヒュ ー ズ交換するときは、必ず電源スイッチをOFFにし、電源ケ ー プルをコネクタ し
し より外し、入カケ ー プルも外してください。 し
i 3)ヒュ ー ズは必ず指定の定格のものを使用してください。 i 
j 
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i IIニカド電池の取り扱し’’ i 

i 剛杢 にはニカド電池が内蔵されています。 | 
i 11 品の廃棄の際にはニカド電池を火の中に投入したり、分解したりしないでください。 ヽ

i ニカド電池は貨璽な資源となりますので取り外し、端子にテ ー プを貼るなどの処ittをし ｛
i てからニカド電池リサイクル協力店に持参して下さい。
i 電池を取り外す際に、砲池が液もれを起こしている場合は、目に入ったり、皮府や衣服 し
、 に付着したりしないように注意してください。もし、目に入ったり、付習したりした場 ！ 
し 合は、すぐにきれいな水で洗い流して下さい。 し
＼ ＼ 
i 
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▲木製品を安全にご使用いただくために

本製品は、安全に配感して製造しておりますが、お客様の取り扱いや操作上のミスが大き
な事故につながる可能性があります。
そのような危険を回避するために、必ず取扱説明掛を熟読の上、内容を十分にご理解いた
だいた上で使用してください。

木製品のご使用にあたって、以下の事項を必ずお守りください。なお、取扱注意に反した
行為による障害については保証できません。

本取扱説明瞥では、本製品を安全に使用していただくために以下のような事項を記戦して
います。

［警 告 ）

感電事故など、取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがある場合に

その危険を避けるための注意事項が記されています。

機器を損傷する恐れがある場合や、取扱上の一 般的な注意事項が記さ

意 l れています。
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i i 
i ■取り扱い上の注意.. ... . .. . .. \ 
i 以下の事項に十分注意して、本製品をお取り扱いください。 し
\ .' ....... -. ·-..... I. -- ·--. .. ............ -....... ... �.. i 
i 1)本製品の操作方法を理解している人以外の使用を避けてください。 i 
i 
I 2) 本製品の保 温度は、 ー 2 0~7 0 ℃です。 ＼ 
i 特に、夏の靡関lには長時間日射の当たる場所や温度が異常に高くなる場所（自動車 i
i 内等）での保管は避けてください。 i 

| 3)本製品を以下のような場所に設置しないでください。 ： 
i ①本体内部の温度上昇を防ぐため、通風孔があいています。 し
し 本製品のまわりを囲んだり、左右や上部に物を置くなど通風孔をふさぐような i
し ことは絶対に行わないでください。 し
し （本体内部温度の異常上昇につながり故隙の原因となります。） i 
し

②紙などの燃えやすいものを本製品の近くにl釦かないでください。

i � 4)本製品を以下のような場所でご使用にならないでください。
i 
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i 
し ①直射日光や暖房器具などで高温または多湿になる場所 i 
i （使用温度範囲： 0 ～ 40 ℃、湿度範囲： 2 0~8 5%) 

\ 
し 鱈訳

‘

尉畠屡性ガスがある場所 i 

i 鱈鱈国譴篇
場所

＼i 
\ 5)電源電圧の変動に注意し、本製品の定格を越えると思われるときは、ご使用になら i
i ないでください。

： i 6)雑音の多い電源や、高圧電源の誘導等による雑音がある場合は、誤動作の原因とな i
i りますので、ノイズフィルタ等を使用してください。 i 

i 7)本製品の最大許容入力電圧を越えた信号を入力しますと故障の原因となりますので i
i 行わないでください。

i 
j 8)本製品の通風孔などの穴にとがった棒などを差し込まないでください。 i 

i ・故節の原因となります。 i 
� 9) 本製品の精度を維持するために、定期的な校正をお勧めします。 1 年に一度定期校 し
し 正（有償）を行うことにより、信頼性の高い測定が行えます。

i 
i 1 0) ご使用中に異常が起きた場合は、直ちに電源を切ってください。 し
＼ 原因がどうしてもわからないときは、ご購入先または弊社支店・営業にご辿絡く し
し ださい（その際、異常現象・状況等を明記してFAXにてお問い合わせください）。 ＼ 
I 
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まえ え）ゞ き

このたびは当社新シグナルコンディショナファミリーをお買上げいただき誠に有難うございました。

当ファミリーは、 性能はもとより特にIEC規格に準拠 、 安全性 、 信頼性を考慮し開発したシグナ

ルコンディショナです。必ずや皆様の一般計測や計測システム等にお役に立つことと思います◇

万ー不備な点がございましたら最寄の店所まで御連絡下さい。

当ファミリーには、下記の製品が販売されております。次の機会に是非ご検討下さい。

形 式 C H数 利 得 周波数特性 備 考

6L01 2ch／ユニット
X0.1~X100 

OC~5kHz 入・出カアイ

可変利得X1~X2.5 ソレ ー ション

6L02 2ch／ユニット
XO. 1~X1000 

OC~100kHz 直結差動入力

直 流増幅器
可変利得X1~X3. 3 

6L06 1ch／ユニット
x0.1~X2000 

OC~10kHz 入・出カアイ

可変利得X1~X2.5 ソレ ーション

6L07 2ch／ユニット
X1~X 1000 

OC~100kHz 入・出カアイ

可変利得X1~X2.5 ソレ ーション

6M67 1ch／ユニット ACプリッジ式 OC~2kHz 入・出カアイ

動ひずみ測定器
自動パランス ソレ ーション

6M77 1ch／ユニット OCプリッジ式 DC~10kHz 入・出カアイ

自動パランス ソレ ーション

直流電圧電流 3K02 1ch／ユニット 0 ~11V, 0~110mA 
発 生 器

ローパスフィルタ 9B02 2ch／ユニット fc=1HZ~9kHz OC~100kHz 

当ファミリーでは、 下記のユニット台 、 ユニットケースが用意されています。

-------- 形 式 項 目 備 考

ユ ツ 卜 台 43721 lCH用

7905 3CH用

ベンチトップケ ー ス 7906 6CH用

7907 8CH用

ラックマウントケース 7908 8CH用



計測のプロ ックダイヤグラム

本器は測定すべき現象の大きさ、 現象周波数お

よび測定時間等を考慮して全測定系を組みますが、

その中で最も多く使用される測定系をプロ ック図

にしておきます。

匠 ピ 1動ひずみ変換器I

動ひずみ測定器

I 記録および処理 I

ロ
ナロ／

］竺

；

の波形記録

低周波の波形記録
ペン書きオシログラフ

(DC~105Hz) 

X yレコ ー ダ1作 図

中帯域の波形記録
電磁オ シ ロ グラフ1

(DC~3600Hz) 

デ ー ク 処理装置
波形の統計処理

デーク解析



1. 各部の名称と機能
1 - 1 前面パネル

DC STRAIN 
AMPLIFIER 

｀ 

I I I I I I I 

-IOV 0 

R BAL 
FINE 

B.V. 

I I 
+IOV 

3V({l、 l9V

3
 

CAL( X,o-•sT) 

FILTER(Hz) 
100 lk 

13 

POWERO 

旦ON

且OFF

④ 

図1

① CH 番号を貼ります。
② モニタメ ー タ

現象のモニタ用です。中央の緑の発光ダイ
オ ー ドは出刀が士約lOOmV以内で点灯し
ますo 出刀が士約 10.5V以上になるとオ ー

バ ー した側で⑪のOVER表示発光ダイオ ー

ドが点滅します。
③ プリッジ電圧切換スイッチ (BV)

直流電圧が 3V, 9V とに切換えられます。
④ 抵抗調整ツマミ CR BAL)

抵抗不平衡分の調整ができますo 右へ回す
と出力は正（プラス）へ、 左へ回すと負
（マイナス）へ移動します。

6M76形では、 1 0回転のポテ ｀ノショメ ー

クを用いて抵抗不平衡分の調整をします。
⑤ オ ー トバラソス押しボタンスイッチ(AUTO)

6M77形にのみ付いていますo 押すと自動
的（約 0.5 秒）にバランスがとれます。

⑥ 減衷器ツマミ (ATT)

利得切換スイッチですo 右へ回すと利得は
増加しますo 出力0._1 5 V/1000X 10-6

ひずみ（プリッジ電圧B.V=3V 沿ら出刀
3V/1000X 1 o:--• ひずみ (B.V=3V) ま
で変化できます。

⑦ 利得微調整ツマミ( VAR)

左ヘ一杯に回したときの利得は④の 設定値
になり、 右へ回すに従って利得は増加しま
すo 右ヘ 一杯に回すと④の設定値を 2.5 倍
以上に し た値になります。

⑧ 校正値設定ツマミ (CAL)

x1oox1 0
―

゜ ひずみは入刀換算値です。
値はゲ ー ジ率 2 で 1 ゲ ー ジ法での等価電圧
値です。

⑨ 校正値印加スイッチ

⑥と⑦とで設定された値を印加するための
スイッチですo上に街せばプラス（テンシ

ョン）へ、 下に俄せばマイナス（コンプレ

ッション）になります。
使用後は必ず中央OFFに戻し て下さい。

⑩ ロ ー バスフィルタ切換スイッチ

(FILTER) 
本器のフィルタは2ポ ー ルのベッセル形で
ワイドバソド (W/B)のときはバターワー

ス形に近い特性になります。
⑪ 出刀過大表示灯(OVER)

出刀電圧が約士 I 0.5 V を越えると、 越え
た側で赤色LEDが点灯し、 呉常を知らせ

ます。
出刀電圧がOVERになる時間の短いとき じ

または非繰返し波形のときは目視できません。

⑫ パネルロ ック

本器をケ ー スに収納するときに使用します。

手前に強く引くとロックが外れ、 ケ ー スか

ら取出すことが できます。

⑬ 電源スイッチ(POWER)

スイッチを押すと、 本器に電瀕が供給され
ますo 再びスイッチを押すとボタンが出て
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2. 測 定 準 備

2-1 ケ ー プルの接続

2 -1 -1 入刀ケ ー プルの接続

(1) 測定する楊所に先ずひずみゲ ー ジを貼

って下さい。

(2) ひずみゲ ージをプリッジボックスに接

続して下さいo測定点と本器との接続

ケ ー プルを短くした方が誤差が生じに

くくなります。
※ 

(3) プリッジボックス、 変換器、 または直

流増幅器用ケ ー プルを背面の入刀コネ

クク⑭に差し込んで下さい。

※詳細は3-1測定前の注意事項を

参照して下さい。

2-1 -2 電源出刀ヶ ー プルの接続

(I) AC I O O V 用 (AC 9 0~llOV) 電源

ケ ー プルを接続します。

(2) 接続する記録器に合わせ出刀ヶ ー プル

を接続します。

※詳細は3-3出刀と負荷の接続の

項を参照して下さい。

差し込むときは， この部分を

もって押して下さい。

二
（本器背面パネル）

引き抜くときは． この部分を持って

回さないように引張って下さい。

図3
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2- 3 ケ ー スヘの収納
本器を収納できるケ ー スは、 べ‘ノチトッ プケ
ー スで 3 , 6 ,  8 チャネルラックマウソト用
で 8 チャネルケ ー スがあります。
ヶ ー スとは、 収納時にユニットヘの電瀕のみ
接続されるので、 入・出カケ ー プルはケ ー ス

背面より行って下さいo ユニットのペネルロ
ックを強く前に引くと、 ロックが外れ ケ ー ス
に収納できます。収納後ペネルロックを押す
とケ ー ス ・ ユニット間のロックが終ります。

ケース瑚源スイッチ
ヒュ ー ズ

AC 電源入力

追加用保護接地端子 図4

移動時に、 ケ ー ス底面のネジを使用すること
により、 本器の動揺が押えられます。ケ ー ス
に全チャネルアンプユニットが入ってい ない
ときには必ずネジ止めするようにして下さい。

a. 電源ヶ ー プルの接続
電椋はACIOOV(90~llOV)専用で
ヶ ー ス背面より接続します。

b. 校正値印加スイッチ、 オ ー トバラソスス
イ ッチの使用法
単体で校正値、 オ ー トバランスの印加は
ュニット前面パネル側から操作しますが
全チャネル印加の場合、 付属の コ ネクタ
に配線が必要になります。

この場合印加スイッチは、 スナップスイ
ッチ、 リレ ー 等を用い 、 オ ー プソ コ レク
ク出刀を利用する場合には、 コ レクタ耐
電圧が3 0 V以上のものを用いて下さい。
線 長が長くなるときは、 シ ールド線を用
い、 また絶縁抵抗の高い配線をして下さ
いo全チャネ：レAUTOスイッチを押せば
全チャネルAUTOが、 全チャネルCAL を
押せば、 単体ユニットのスイッチ位筐に
かかわらず全チャネルCALが優先されま
す。

スイッチBOXへ

゜

0

0

図 7
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3 測 定 方 法

3 -1 測定前の注意事項

測定前には次表の諸点を注意、 チェ ックして下さい。

項 目 注 意 事 項 理 由

．接続個所は半田付とし、 コ ネクタ類は確実 接続不良、 雑音発生、 動作不安定

ひずみゲ ー ジ、 プリッ に取付ける。

ミンボックスの設置環境 ・ ひずみゲ ー ジの絶縁抵抗は 6 OMQ以上。 動作不安定、 雑音の混入

・強力な磁界あるいは電界内に設置しない。 雑音の混入

・周囲の湿気は少なく、 高温を避ける。

• 1oox10-Gひずみ以下の測定では急激な温 動作不安定

度 変化を避ける。

・ ひずみゲ ー ジとプリッジポックス間のリ ー ゲ ー ジ率の低下、 出力の直線性悪

ド線は必要以上に長くしない。 くなる。

できるかぎりシ ールド線を用いる。 雑音の混入

・プリッジボックスと本器との間のケ ー プル プリッジ電圧降下 により信号と内

を必要以上に長くしない。 部校正値との間に誤差を生ずる。

動ひずみ測定器の設置 ・ 周囲温度、 湿度は0~40℃,8 5%RH以下 動作不安定

環境 （結露除く）とする。

・振幅は2G以内とする。 破損のおそれ

・強力な磁界あるいは電界内に設置しない。 雑音の混入

．筐体は必ず接地する 雑音の混入

・ プリッジ電圧はひずみゲ ー ジに合ったもの ひずみゲ ー ジの発熱

動ひずみ測定器の操作 に する。

・ コネクタはしっかりと接続する。 動作不安定、 接触不良

・ 電瀕電圧は仕様内(AC90~1 1 ov) 電源電圧 が低いと動作不安定、 高

いと発熱、 素子の耐圧を越える。

・電源スイッチは減衰器ツマミをOFFにし プリッジがアソバランスで ある と

た後に入れる。 高出力となる。

• 6M7 7 形の矛 ー トバラ ｀ノス時には、 ひず み バ ラ ｀ノスがとれなくなる。

ゲ ー ジにひずみを加えない。

・測定中、 減衰器ツマミおよび利得微調整ツ 設定した校正値の振幅 が変化 する

マミは動かさない。

・ ロ ー バスフィルタは特性を理解して使用す 位相差、 振幅減

る。

・出カケ ー プルをショ ー トしない。 電源が起動しないことがある。

回路の発熱
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